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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　除草有効量の（ａ）ペノキススラム及び（ｂ）グリホサートを含む相乗的除草剤混合物
であって、ペノキススラムに対するグリホサートの重量比が５３：１．３～２１０：１．
３である、相乗的除草剤混合物。
【請求項２】
　グリホサートが農学的に許容される塩である、請求項１に記載の相乗的除草剤混合物。
【請求項３】
　除草有効量の請求項１に記載の相乗的除草剤混合物及び農学的に許容されるアジュバン
ト及び／又は担体を含む除草組成物。
【請求項４】
　前記植生又はその場所を除草有効量の請求項１に記載の相乗的除草剤混合物と接触させ
ることを含む、望ましくない植生を防除する方法。
【請求項５】
　前記望ましくない植生が、ブドウ、牧草地、放牧地、産業的植生管理、水生植物及び芝
生である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記望ましくない植生が、グリホサート耐性作物である、請求項４に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にブドウ、放牧地及び牧草地、産業的植生管理、公道用地及び任意のグリ
ホサート耐性作物における望ましくない植生の生長を防除するための、（ａ）ペノキスス
ラム及び（ｂ）グリホサートを含有する相乗的除草剤組成物に関する。これらの組成物は
、出芽後の除草剤による雑草の防除の改良をもたらすものとして開示される。
【背景技術】
【０００２】
　作物の生長を阻害する雑草及びその他の植生から作物を保護することは、農業において
常に再発する問題である。この問題との戦いを助けるために、合成化学分野の研究者らは
、そのような不必要な生長の防除に効果的な非常に多様な化学物質及び製剤を製造してき
た。多くの種類の化学除草剤が文献に開示されており、多数が商業的に使用されている。
【０００３】
　一部の例では、除草剤有効成分は、個々に施用した場合よりも組み合わせるとより効果
的であることが示された。このことは「相乗作用」と呼ばれる。アメリカ雑草学会の「He
rbicide Handbook」第９版４２９頁（２００７年）に記載されるように、「『相乗作用』
とは、組み合わせた場合の効果が、別々に適用された各々の要素に対する応答に基づいて
予測される効果よりも大きいような、２又はそれ以上の要素の相互作用［である］」。本
発明は、すでに個々にその除草効力が知られているペノキススラム及びグリホサートが、
組み合わせて施用されると相乗作用を示すという発見に基づく。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Herbicide Handbook of the Weed Science Society of America, ninth
 Edition, 2007, p.429
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、以下を提供する。
［１］除草有効量の（ａ）ペノキススラム及び（ｂ）グリホサートを含む相乗的除草剤混
合物。
［２］グリホサートが農学的に許容される塩である、上記［１］に記載の相乗的除草剤混
合物。
［３］グリホサートとペノキススラムの重量比が３：２～８９６：１である、上記［１］
に記載の相乗的除草剤混合物。
［４］上記［１］に記載の除草有効量の相乗的除草剤混合物及び農学的に許容されるアジ
ュバント及び／又は担体を含む除草組成物。
［５］上記植生又はその場所を除草有効量の上記［１］に記載の相乗的除草剤混合物と接
触させることを含む、望ましくない植生を防除する方法。
［６］上記植生又はその場所を除草有効量の上記［１］に記載の相乗的除草剤混合物と接
触させることを含む、作物、特にブドウ、牧草地、放牧地、ＩＶＭ、水生植物及び芝生に
おける望ましくない植生を防除するための上記［５］に記載の方法。

　本発明は、除草有効量の（ａ）ペノキススラム及び（ｂ）グリホサートを含む相乗的除
草剤混合物に関する。この組成物はまた、農学的に許容されるアジュバント及び／又は担
体を含有することができる。
【０００６】
　本発明はまた、特に放牧地及び牧草地、産業的植生管理、公道用地及び任意のグリホサ
ート耐性作物における、望ましくない植生の生長の防除のための除草剤組成物及び望まし
くない植生の生長の防除の方法、ならびにこれらの相乗的組成物の使用に関する。
【０００７】
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　ペノキススラム及びグリホサートの種範囲、すなわち、それぞれの化合物が防除する雑
草種は、広範で非常に相補的である。ペノキススラムとグリホサートの組み合わせが、広
葉シグナルグラス（broadleaf signalgrass）（学名：Brachiaria platyphylla、ＢＲＡ
ＰＰ）、ショクヨウガヤツリ（yellow nutsedge）（学名：Cyperus esculentus、ＣＹＰ
ＥＳ）、イヌビエ（barnyardgrass）（学名：Echinochloa crus-galli）、ＥＣＨＣＧ）
、アサガオ（morningglory）（アメリカアサガオ（Ipomoea hederacea）、ＩＰＯＨＥ）
、アゼガヤ（Chinese sprangletop）（学名：Leptochloa chinensis）、ＬＥＦＣＨ）、
ライグラス（ryegrass）（学名：ロリウム属（Lolium spp.）、ＬＯＬＳＳ）、カミツレ
（scented mayweed）（学名：Matricaria chamomilla、ＭＡＴＣＨ）、及びスズメノカタ
ビラ（annual bluegrass）（学名：Poa annua、ＰＯＡＡＮ）の防除に、個々の化合物の
割合と同等又はこれよりも低い散布量で相乗作用を示すことが分かった。
【０００８】
　ペノキススラムは２－（２，２－ジフルオロエトキシ）－Ｎ－（５，８－ジメトキシ－
［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ｃ］ピリミジン－２－イル）－６－（トリフルオロ
メチル）ベンゼンスルホンアミドの一般名である。その除草剤活性は、「The Pesticide 
Manual」第１５版、２００９年に記載されている。ペノキススラムは、ヒエ属（Echinoch
loa spp.）、同様に稲作における多くの広葉、スゲ及び水生雑草、穀作におけるアペラ属
の草類（Apera spp. grass）、同様に水域、多くの放牧地及び牧草地における多くの広葉
雑草、ＩＶＭ及び芝生を防除する。
【０００９】
　グリホサート、Ｎ－（ホスホノメチル）グリシンは、ＥＰＳＰシンターゼ阻害剤である
。その除草剤活性は、「The Pesticide Manual」第１５版、２００９年に記載されている
。グリホサートは、非選択的な出芽後の雑草防除をもたらす。
【００１０】
　除草剤という用語は、本明細書において、植物を死滅させる、防除する又はさもなけれ
ば植物の生長に不都合な変化をもたらす有効成分を意味するために使用される。除草有効
量又は植生防除量は、不都合な変更作用をもたらす有効成分の量であり、それには自然な
生育からの逸脱、枯死、調節、乾燥、遅延、及び同類のものが含まれる。植物及び植生と
いう用語には、発芽種子、発芽実生、栄養繁殖体から発芽する植物、及び確立された植生
が含まれる。
【００１１】
　除草剤活性は、相乗的混合物の化合物が植物に直接に、又は任意の生長段階の植物の場
所に施用された場合に、相乗的混合物の化合物によって示される。観察される効果は、防
除する植物種、植物の生長段階、希釈及び噴霧液径の施用パラメータ、固体成分の粒度、
使用時の環境条件、用いる具体的な化合物、用いる具体的なアジュバント及び担体、土壌
の種類、及び同類のもの、ならびに施用する化学物質の量によって決まる。これら及びそ
の他の要素は、非選択的又は選択的除草作用を促進するように当分野で公知の通り調節す
ることができる。一般に、雑草の最大限の防除を実現するために、本発明の組成物を出芽
後の比較的未熟な望ましくない植生に施用することが好ましい。
【００１２】
　本発明の組成物において、除草効果が相乗的なグリホサートのペノキススラムに対する
重量比は、３：２～８９６：１、好ましくは４：１～４４８：１の範囲内である。相乗的
組成物が施用される割合は、防除する雑草の特定の種類、必要な防除の程度、ならびに施
用のタイミング及び方法によって決まる。通常、本発明の組成物は、組成物中の有効成分
の総量に基づいて、１ヘクタール当たり１１２．５グラムの有効成分（ｇａｉ／ｈａ）～
２３１０ｇａｉ／ｈａの散布量で施用することができる。ペノキススラムは、２．５ｇ／
ｈａ～７０ｇ／ｈａの散布量で施用され、グリホサートは、１１０ｇ／ｈａ～２２４０ｇ
／ｈａの散布量で施用される。
【００１３】
　本発明の相乗的混合物の成分は、別々に、又はマルチパート除草剤系(multipart herbi
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cidal system)の一部として施用することができる。
【００１４】
　本発明の相乗的混合物は、より広い範囲の望ましくない植生を防除するために、１以上
のその他の除草剤と併用して施用することができる。その他の除草剤と併用する場合、組
成物は、その他の１又は複数の除草剤とともに処方されるか、その他の１又は複数の除草
剤と槽混合されるか、あるいは、その他の１又は複数の除草剤と連続して施用され得る。
本発明の相乗的組成物と併用することができる除草剤としては、以下のものが挙げられる
：４－ＣＰＡ；４－ＣＰＢ；４－ＣＰＰ；２，４－Ｄ；３，４－ＤＡ；２，４－ＤＢ；３
，４－ＤＢ；２，４－ＤＥＢ；２，４－ＤＥＰ；３，４－ＤＰ；２，３，６－ＴＢＡ；２
，４，５－Ｔ；２，４，５－ＴＢ；アセトクロル、アシフルオルフェン、アクロニフェン
、アクロレイン、アラクロール、アリドクロール、アロキシジム、アリルアルコール、ア
ロラック、アメトリジオン、アメトリン、アミブジン、アミカルバゾン、アミドスルフロ
ン、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、アミプロホス－メチル、アミトロール、
スルファミン酸アンモニウム、アニロホス、アニスロン、アスラム、アトラトン、アトラ
ジン、アザフェニジン、アジムスルフロン、アジプロトリン、バルバン、ＢＣＰＣ、ベフ
ルブタミド、ベナゾリン、ベンカルバゾン、ベンフルラリン、ベンフレセート、ベンスル
フロン、ベンスリド、ベンタゾン、ベンザドックス、ベンズフェンジゾン、ベンジプラム
、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ベンゾフルオル、ベンゾイルプロップ、ベンズ
チアズロン、ビシクロピロン、ビフェノックス、ビラナホス、ビスピリバック、ホウ砂、
ブロマシル、ブロモボニル、ブロモブチド、ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、ブロ
ムピラゾン、ブタクロル、ブタフェナシル、ブタミホス、ブテナクロール、ブチダゾール
、ブチウロン、ブトラリン、ブトロキシジム、ブツロン、ブチレート、カコジル酸、カフ
ェンストロール、塩素酸カルシウム、カルシウムシアナミド、カンベンジクロル、カルバ
スラム、カルベタミド、カルボキサゾールクロルプロカルブ、カルフェントラゾン、ＣＤ
ＥＡ、ＣＥＰＣ、クロメトキシフェン、クロランベン、クロラノクリル、クロラジホップ
、クロラジン、クロルブロムロン、クロルブファム、クロレツロン、クロフェナク、クロ
ルフェンプロップ、クロルフルラゾール、クロルフルレノール、クロリダゾン、クロリム
ロン、クロルニトロフェン、クロロポン、クロロトルロン、クロロクスロン、クロロキシ
ニル、クロルプロファム、クロルスルフロン、クロルタール、クロルチアミド、シニドン
エチル、シンメチリン、シノスルフロン、シサニリド、クレトジム、クリオジネート、ク
ロジナホップ、クロホップ、クロマゾン、クロメプロップ、クロプロップ、クロプロキシ
ジム、クロピラリド、クロランスラム、ＣＭＡ、硫酸銅、ＣＰＭＦ、ＣＰＰＣ、クレダジ
ン、クレゾール、クミルロン、シアナトリン、シアナジン、シクロエート、シクロスルフ
ァムロン、シクロキシジム、シクルロン、シハロホップ、シペルコート、シプラジン、シ
プラゾール、シプロミッド、ダイムロン、ダラポン、ダゾメット、デラクロール、デスメ
ディファム、デスメトリン、ジ－アレート、ジカンバ、ジクロベニル、ジクロラルウレア
、ジクロルメート、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ－Ｐ、ジクロホップ、ジクロス
ラム、ジエタムコート、ジエタチル、ジフェノペンテン、ジフェノクスロン、ジフェンゾ
クアット、ジフルフェニカン、ジフルフェンゾピル、ジメフロン、ジメピペレート、ジメ
タクロール、ジメタメトリン、ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ジメキサノ、ジミダゾ
ン、ジニトロアミン、ジノフェネート、ジノプロップ、ジノサム、ジノセブ、ジノテルブ
、ジフェナミド、ジプロペトリン、ジクワット、ジスル、ジチオピル、ジウロン、ＤＭＰ
Ａ、ＤＮＯＣ、ＤＳＭＡ、ＥＢＥＰ、エグリナジン、エンドタール、エプロナズ、ＥＰＴ
Ｃ、エルボン、エスプロカルブ、エタルフルラリン、エタメトスルフロン、エチジムロン
、エチオレート、エトフメセート、エトキシフェン、エトキシスルフロン、エチノフェン
、エトニプロミド、エトベンザニド、ＥＸＤ、フェナスラム、フェノプロップ、フェノキ
サプロップ、フェノキサプロップ－Ｐ、フェノキサスルホン、フェンテラコール、フェン
チアプロップ、フェントラザミド、フェヌロン、硫酸第一鉄、フラムプロップ、フラムプ
ロップ－Ｍ、フラザスルフロン、フロラスラム、フルアジホップ、フルアジホップ－Ｐ、
フルアゾレート、フルカルバゾン、フルセトスルフロン、フルクロラリン、フルフェナセ
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ット、フルフェニカン、フルフェンピル、フルメツラム、フルメジン、フルミクロラック
、フルミオキサジン、フルミプロピン、フルオメツロン、フルオロジフェン、フルオログ
リコフェン、フルオロミジン、フルオロニトロフェン、フルオチウロン、フルポキサム、
フルプロパシル、フルプロパネート、フルピルスルフロン、フルリドン、フルロクロリド
ン、フルロキシピル、フルルタモン、フルチアセット、ホメサフェン、ホラムスルフロン
、ホサミン、フリロキシフェン、グルホシネート、グルホシネート－Ｐ、ハロサフェン、
ハロスルフロン、ハロキシジン、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、ヘキサクロロア
セトン、ヘキサフルレート、ヘキサジノン、イマザメタベンズ、イマザモックス、イマザ
ピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、インダノファン、
インダジフラム、ヨードボニル、ヨードメタン、ヨードスルフロン、アイオキシニル、イ
パジン、イプフェンカルバゾン、イプリミダム、イソカルバミド、イソシル、イソメチオ
ジン、イソノルロン、イソポリネート、イソプロパリン、イソプロツロン、イソウロン、
イソキサベン、イソキサクロルトール、イソキサフルトール、イソキサピリホップ、カル
ブチレート、ケトスピラドクス、ラクトフェン、レナシル、リニュロン、ＭＡＡ、ＭＡＭ
Ａ、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡ－チオエチル、ＭＣＰＢ、メコプロップ、メコプロップ－Ｐ、メ
ジノテルブ、メフェナセット、メフルイジド、メソプラジン、メソスルフロン、メソトリ
オン、メタム、メタミホップ、メタミトロン、メタザクロル、メタゾスルフロン、メトフ
ルラゾン、メタベンズチアズロン、メタルプロパリン、メタゾール、メチオベンカルブ、
メチオゾリン、メチウロン、メトメトン、メトプロトリン、臭化メチル、メチルイソチオ
シアナート、メチルダイムロン、メトベンズロン、メトブロムロン、メトラクロル、メト
スラム、メトクスロン、メトリブジン、メトスルフロン、モリネート、モナリド、モニソ
ウロン、モノクロロ酢酸、モノリヌロン、モヌロン、モルファムコート、ＭＳＭＡ、ナプ
ロアニリド、ナプロパミド、ナプタラム、ネブロン、ニコスルフロン、ニピラクロフェン
、ニトラリン、ニトロフェン、ニトロフルオルフェン、ノルフルラゾン、ノルロン、ＯＣ
Ｈ、オルベンカルブ、オルトジクロロベンゼン、オルトスルファムロン、オリザリン、オ
キサジアルギル、オキサジオゾン、オキサピラゾン、オキサスルフロン、オキサジクロメ
フォン、オキシフルオルフェン、パラフルロン、パラコート、ペブレート、ペラルゴン酸
、ペンジメタリン、ペンタクロロフェノール、ペンタノクロール、ペントキサゾン、ペル
フルイドン、ペトキサミド、フェニソファム、フェンメジファム、フェンメジファム－エ
チル、フェノベンズロン、酢酸フェニル水銀、ピクロラム、ピコリナフェン、ピノキサデ
ン、ピペロホス、亜ヒ酸カリウム、アジ化カリウム、シアン酸カリウム、プレチラクロー
ル、プリミスルフロン、プロシアジン、プロジアミン、プロフルアゾール、プロフルラリ
ン、プロホキシジム、プログリナジン、プロメトン、プロメトリン、プロパクロル、プロ
パニル、プロパキザホップ、プロパジン、プロファム、プロピソクロール、プロポキシカ
ルバゾン、プロピリスルフロン、プロピザミド、プロスルファリン、プロスルホカルブ、
プロスルフロン、プロキサン、プリナクロール、ピダノン、ピラクロニル、ピラフルフェ
ン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、ピラゾスルフロン、ピラゾキシフェン、ピリベ
ンゾキシム、ピリブチカルブ、ピリクロル、ピリダフォル、ピリデート、ピリフタリド、
ピリミノバック、ピリミスルファン、ピリチオバック、ピロキサスルホン、ピロキシスラ
ム、キンクロラック、キンメラック、キノクラミン、キノナミド、キザロホップ、キザロ
ホップ－Ｐ、ロデタニル、リムスルフロン、サフルフェナシル、Ｓ－メトラクロル、セブ
チラジン、セクブメトン、セトキシジム、シズロン、シマジン、シメトン、シメトリン、
ＳＭＡ、亜ヒ酸ナトリウム、アジ化ナトリウム、塩素酸ナトリウム、スルコトリオン、ス
ルファラート、スルフェントラゾン、スルホメツロン、スルホスルフロン、硫酸、スルグ
リカピン、スウェップ、ＴＣＡ、テブタム、テブチウロン、テフリルトリオン、テンボト
リオン、テプラロキシジム、ターバシル、テルブカルブ、テルブクロル、テルブメトン、
テルブチラジン、テルブトリン、テトラフルロン、テニルクロル、チアザフルロン、チア
ゾピル、チジアジミン、チジアズロン、チエンカルバゾン－メチル、チフェンスルフロン
、チオベンカルブ、チオカルバジル、チオクロリム、トプラメゾン、トラルコキシジム、
トリアファモン、トリ－アレート、トリアスルフロン、トリアジフラム、トリベヌロン、
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トリカンバ、トリクロピル、トリジファン、トリエタジン、トリフロキシスルフロン、ト
リフルラリン、トリフルスルフロン、トリホップ、トリホプシム、トリヒドロキシトリア
ジン、トリメツロン、トリプロピンダン、トリタック、トリトスルフロン、ベルノラート
、キシラクロール及び塩類、エステル類、光学活性異性体及びその混合物。
【００１５】
　本発明の相乗的組成物はさらに、グリホサート耐性のある穀物、グルホシネート耐性の
ある穀物、ジカンバ耐性のある穀物、イミダゾリノン耐性のある穀物、スルホニル尿素誘
導体に耐性のある穀物、及び２，４－Ｄ耐性の穀物に対して、グルホシネート、ジカンバ
、イミダゾリノン、スルホニル尿素誘導体、又は２，４－Ｄと併用できる。本発明の相乗
的組成物は、処理される穀物に対して選択的で、使用する施用量でこれらの化合物によっ
て防除された雑草のスペクトルを補完する除草剤と併用することが一般に好ましい。さら
に、本発明の相乗的組成物及び他の補完的な除草剤を、組合せ製剤、又はタンク混合物と
して、同時に施用することが一般に好ましい。
【００１６】
　本発明の相乗的組成物は、一般に、それらの選択性を増強するためにベノキサコール、
ベンチオカルブ、ブラシノリド、クロキントセット（メキシル）、シオメトリニル、ダイ
ムロン、ジクロルミド、ジシクロノン、ジメピペレート、ジスルホトン、フェンクロラゾ
ールエチル、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、ハーピ
ンタンパク質、イソオキサジフェンエチル、メフェンピルジエチル、ＭＧ　１９１、ＭＯ
Ｎ　４６６０、ナフタル酸無水物（ＮＡ）、オキサベトリニル、Ｒ２９１４８及びＮ－フ
ェニル－スルホニル安息香酸アミドのような公知の除草剤薬害軽減剤と組み合わせて使用
することができる。
【００１７】
　実際には、本発明の相乗的組成物を、除草有効量の除草成分を少なくとも１つの農学的
に許容されるアジュバント又は担体とともに含有する混合物中で使用することが好ましい
。適したアジュバント又は担体は、特に、作物の存在下で選択的雑草防除のために組成物
を施用するのに用いる濃度で、価値のある作物に有毒であってはならず、除草剤成分又は
その他の組成物構成成分と化学的に反応してはならない。そのような混合物は、雑草又は
その場所に直接施用するために設計されたものであってよく、施用前にさらなる担体及び
アジュバントで通常希釈される濃縮物又は製剤であってよい。それらは固体、例えば、粉
塵、顆粒、水分散性顆粒、又は水和剤など、あるいは液体、例えば、乳剤、溶液、乳濁液
又は懸濁液などであってよい。
【００１８】
　本発明の除草剤混合物を調製する際に有用な、適した農業用アジュバント及び担体は、
当業者に周知である。これらのアジュバントのうちのいくつかは、以下のものを含むがこ
れに限定されない：油料穀物濃縮物（鉱油（８５％）＋乳化剤（１５％））；ノニルフェ
ノールエトキシレート；ベンジルココアルキルジメチル第四級アンモニウム塩；石油炭化
水素、アルキルエステル、有機酸及び陰イオン界面活性剤の混合物；Ｃ９－Ｃ１１アルキ
ルポリグルコシド；リン酸処理アルコールエトキシレート；天然の第一級アルコール（Ｃ

１２－Ｃ１６）エトキシレート；ジ－ｓｅｃ－ブチルフェノールＥＯ－ＰＯブロック共重
合体；ポリシロキサン－メチルキャップ；ノニルフェノールエトキシレート＋尿素硝酸ア
ンモニウム；乳化メチル化種子油；トリデシルアルコール（合成）エトキシレート（８Ｅ
Ｏ）；牛脂アミンエトキシレート（１５ＥＯ）；ＰＥＧ（４００）ジオレアート－９９。
【００１９】
　使用できる液体担体は、水、トルエン、キシレン、石油ナフサ、穀物油、アセトン、メ
チルエチルケトン、シクロヘキサノン、トリクロロエチレン、ペルクロロエチレン、酢酸
エチル、酢酸アミル、酢酸ブチル、プロピレングリコールモノメチルエーテル及びジエチ
レングリコールモノメチルエーテル、メチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピ
ルアルコール、アミルアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセ
リン、Ｎ－メチル－２－ピロリジノン、Ｎ、Ｎ－ジメチルアルキルアミド類、ジメチルス
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ルホキシド、液体肥料などを含む。水は、濃縮物の希釈の際に一般的に選択される担体で
ある。
【００２０】
　好適な固体担体は、滑石、葉ろう石クレー、シリカ、アタプルガスクレー、カオリンク
レー、キーゼルクール、チョーク、珪藻土、石灰、炭酸カルシウム、ベントナイトクレー
、フラー土、綿実殻、小麦粉、大豆粉、軽石、木粉、クルミ穀粉、リグニン、などを含む
。
【００２１】
　通常、本発明の組成物に1つ以上の界面活性剤を組み入れることが望ましい。そのよう
な界面活性剤は、固体組成物及び液体組成物の両方、特に施用前に担体で希釈されるよう
に設計したものにおいて有利に使用される。界面活性剤は、性質が陰イオン性、陽イオン
性、又は非イオン性であってよく、乳化剤、湿潤剤、沈殿防止剤として、又はその他の目
的に用いることができる。従来製剤分野で使用され、本発明の製剤中でも使用することの
できる界面活性剤は、とりわけ、「McCutcheon’s Detergents and Emulsifiers Annual
」、ニュージャージー州リッジウッド、ＭＣパブリッシング社、１９９８年、及び「Ency
clopedia of Surfactants」、Ｉ～ＩＩＩ巻、ニューヨーク、ケミカルパブリッシング社
、１９８０～８１年に記載されている。典型的な界面活性剤は、ジエタノールアンモニウ
ムラウリル硫酸塩のような硫酸アルキルの塩類；カルシウムドデシルベンゼンスルフォナ
ートのようなアルキルアリールスルフォン酸塩塩類；ノニルフェノール－Ｃ１８エトキシ
レートのようなアルキルフェノール－アルキレンオキシド付加生成物；トリデシルアルコ
ール－Ｃ１６エトキシレートのようなアルコールアルキレンオキシド付加生成物；ステア
リン酸ナトリウムのような石鹸；ナトリウムジブチルナフタレンスルフォナートのような
アルキルナフタレン－スルフォナート塩類；ナトリウムジ（２－エチルヘキシル）スルホ
サクシネートのようなスルホン酸塩類のジアルキルエステル類；ソルビトールオレアート
のようなソルビトールエステル類；ラウリルトリメチルアンモニウムクロリドのような第
四級アミン；ポリエチレングリコールステアリン酸塩のような脂肪酸のポリエチレングリ
コールエステル類；エチレンオキシドとプロピレンオキシドのブロック共重合体；モノア
ルキル及びジアルキルのリン酸エステル類の塩類；大豆油、菜種油／キャノーラ油、オリ
ーブ油、ヒマシ油、ヒマワリ種子油、ココナッツ油、トウモロコシ油、綿実油、亜麻仁油
、パーム油、落花生油、サフラワー油、胡麻油、桐油などのような植物油又は種子油；ま
た上記の植物油、特にメチルエステルのエステル類を含む。
【００２２】
　植物油又は種子油及びそれらのエステル類のようなこれらの材料のうちのいくつかは、
しばしば、農業用アジュバント、液体担体又は界面活性剤として互換的に使用することが
できる。
【００２３】
　農業用組成物の中で一般に使用される他の添加剤は、親和剤、消泡剤、金属イオン封鎖
剤、中和剤及び緩衝剤、腐食防止剤、染料、付臭剤、展着剤、ペネイド、固着剤、分散剤
、増粘剤、凝固点降下剤、抗菌物質等を含む。組成物はさらに、他の相溶性成分、例えば
他の除草剤、植物成長調整剤、殺菌剤、殺虫剤等を含んでいてもよく、液体肥料又は固体
、硝酸アンモニウム、尿素等の粒状肥料担体等で製剤化することもできる。
【００２４】
　本発明の相乗的組成物中の有効成分の濃度は、一般に０．１～９８重量％である。１０
～９０重量％の濃度がしばしば採用される。濃縮物として使用されるよう設計された組成
物中には、有効成分は、一般的には５～９８重量％の濃度で、好ましくは、１０～９０重
量％の濃度で存在する。そのような組成物は、典型的には、露出した雑草及び作物の枝葉
への発芽後の葉面散布を行う前に、水などの不活性担体で希釈されるか、又は、湛水の水
田へ乾燥した又は液状の製剤として直接施用される。雑草又は雑草の場所への発芽後の葉
面散布に通常適用される希釈された組成物は、一般に、０．２５～２０重量％の有効成分
、好ましくは０．４～１４重量％の有効成分を含有する。
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【００２５】
　本発明の組成物は、従来の地上用又は空中用散布機、噴霧器、及び散粒機を用いて、灌
漑用水又は水田水への添加によって、当業者に公知のその他の従来手段によって、雑草又
はその場所に施用することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、実施例により本発明を説明する。
【実施例】
【００２７】
温室での混合物の出芽後除草剤活性の評価
【００２８】
　所望の試験植物種の種子を、１２８平方センチメートル（ｃｍ２）の表面積をもつプラ
スチック製ポットの中の、一般に７．２のｐＨ及び２．９パーセントの有機物含量を有す
る、８０％鉱質土壌／２０％グリットの植栽用混合物に植えた。生育培地は蒸気滅菌した
。植物を、日中は２９℃で、夜間中は２６℃で維持される、約１４時間（ｈ）の光周期に
よって温室で７～１９日間生育させた。栄養及び水を定期的に加え、必要に応じて１００
０ワットのオーバーヘッドメタルハライドランプで補光を行った。植物が２番目から４番
目の本葉の段階に達した時に、植物を発芽後の葉面散布で処理した。全ての処理は、無作
為化完全ブロック試験デザインを用いて、１つの処理につき４反復で適用された。
【００２９】
　製剤化された量のペノキススラム及びグリホサートＩＰＡ塩を６０ミリリットル（ｍＬ
）のガラスバイアルに入れ、１％の体積／体積（ｖ／ｖ）のＡｇｒｉ－ｄｅｘ穀物油濃縮
液を含有する６０ｍＬの容量の水溶液に希釈された。化合物の必要量は、１２ｍＬの施用
量に対し、１ヘクタール当たり１８７リットル（Ｌ／ｈａ）の割合である。混合物の散布
溶液は、希釈溶液の適正量に一通り及び二通りに組み合わせられた有効成分で１２ｍＬの
散布溶液を形成するために原液を加えることにより調製した。製剤化された化合物は、平
均的な植物のキャノピーから、１８インチ（４３センチメートル（ｃｍ））上方で噴霧す
る１８７リットル／ｈａの散布量に換算された８００２Ｅのノズルを装備したオーバーヘ
ッドＭａｎｄｅｌトラック噴霧器を用いて植物材料に施用した。雑草スペクトルは広葉シ
グナルグラス（学名：Brachiaria platyphylla、ＢＲＡＰＰ）、ショクヨウガヤツリ（ye
llow nutsedge）（学名：Cyperus esculentus、ＣＹＰＥＳ）、イヌビエ（barnyardgrass
）（学名：Echinochloa crus-galli、ＥＣＨＣＧ）、アサガオ（morningglory）（アメリ
カアサガオ（Ipomoea hederacea）、ＩＰＯＨＥ）及びアゼガヤ（Chinese sprangletop）
（学名：Leptochloa chinensis、ＬＥＦＣＨ）を含んでいた。
【００３０】
　処理した植物及び防除植物を上記のような温室の中に置き、試験化合物が洗い流される
ことを防ぐために地下灌漑によって給水した。施用後１６日（ＤＡＡ）に、未処理の防除
植物と比較して処理を評価した。目視での雑草防除は、０～１００パーセントの規模で得
点され、０が損傷が無いことを表し、１００が完全に死滅したことを表す。結果を表１～
３で報告する。
現地条件及び方法下での混合物の出芽後除草剤活性の評価
【００３１】
　試験用地は、商業的に生育したヨーロピアングレープ（Vitis vinifera）というブドウ
の中に位置していた。試験は通常の研究方法論を用いて実施された。試験区画は幅２ｍ×
長さ６１０ｍの間であった。全ての処理は、無作為化完全ブロック試験デザインを用いて
、１つの処理につき３反復で適用された。試験用地には、天然に存在する雑草集団があっ
た。雑草スペクトルは、ライグラス（ryegrass）（学名：ロリウム属（Lolium spp）、Ｌ
ＯＬＳＳ）、カミツレ（scented mayweed）（学名：Matricaria chamomilla、ＭＡＴＣＨ
）及びスズメノカタビラ（annual bluegrass）（学名：Poa annua、ＰＯＡＡＮ）を含む
ものであったが、これらに限定されるものではなかった。
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【００３２】
　行われた処理は、ペノキススラムの油分散液のタンク混合物、及び水中で施用されるグ
リホサートの市販の製剤からなっている。施用量は、１ヘクタール当たり２５０リットル
（Ｌ／ｈａ）であった。施用は、精密ガスハンド噴霧器(precision gas hand sprayer)を
２５０ｋＰＡの圧力で用いて、雑草及び土壌に処理を散布するためのフラットファン（８
００１５ＶＳ）ノズルを備えた２ｍのブームを用いて、施用を行った。
【００３３】
　処理及び防除されたポットは、施用後様々な間隔で盲検化されて評価され、最後の評価
は施用後１６日に行われた。評価は目視での雑草防除のパーセント（％）に基づくもので
あり、０は防除が皆無であったこと、１００は防除が完全であったことを表す。結果を、
表４で報告する。
評価
　データを収集し、様々な統計的手法を用いて分析した。
【００３４】
　コルビーの方程式を用いて、混合物から予測される除草効果を求めた（Colby, S. R.  
Calculation of the synergistic and antagonistic response of herbicide combinatio
ns.  Weeds 1967 15, 20-22）。
【００３５】
　次の式が、２つの有効成分、Ａ及びＢを含有する混合物の予測される活性を計算するた
めに使用された：
　予測値＝Ａ＋Ｂ－（Ａ×Ｂ／１００）
Ａ＝混合物中で使用される濃度と同じ濃度での有効成分Ａの測定された効力；
Ｂ＝混合物中で使用される濃度と同じ濃度での有効成分Ｂの測定された効力。
　結果を表１～４にまとめる。
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【表１】
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【表２】
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【表３】
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【表４】
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